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経

涛

言告T

叢
第
四
十
七
巻

第

(
通
噛
粛
軍
百
七
持
入
理

昭
和
十
三
年
八
月
義
行

=ノ、
員同

叢

競

1d，: 
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~~ 

I :r 

I胃I

保

馬

在t

容i

回

ウ
ィ
ッ
ク
セ
ん
に
於
け
る
自
然
利
子
は
種
#
の
仕
方
に
於
て
説
明
せ
ら
れ
定
義
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
そ
れ
ら
の
説
明
の
中

に
は
支
持
し
が
た
き
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
は
、
貨
物
に
於
で
資
本
財
が
貸
借
せ
ら
る
a
A

場
合
に
於
て
、
卸
ち
貨
物
交
換
に
於

て
成
立
す
る
と
と
る
の
利
子
歩
合
が
自
然
利
子
で
あ
る
と
い
ふ
説
明
で
あ
る
。

而
し
て
こ
れ
を
節
約
が
需
給
せ
ら
る
』
揚
ム
口
(
貨
融
市

ザ
エ
イ
ル

あ
く
ま
で
貨
幣
が
翠
に
一
の
被
覆
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
見
解
を

信
用
の
制
度
に
於
げ
る
)

の
利
子
と
同
調
し
て
ゐ
る
。

と
れ
は
、

背
景
に
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
此
背
景
を
注
し
て
ゐ
る
思
想
が
支
持
し
が
た
い
。
貨
幣
が
介
入
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
利
子
が
動

か
さ
れ
る
。
従
っ
て
節
約
だ
け
が
需
給
せ
ら
る
L
揚
合
の
利
子
と
て
も
、
そ
れ
は
貨
物
交
換
に
於
て
成
立
す
る
利
子
と
は
異
左
る
は

『
信
用
の
作
用
に
よ
っ
て
貨
幣
の
各
財
に
封

や
で
る
る
。
私
が
此
黙
に
つ
い
て
次
の
如
く
に
記
し
た
の
は
誤
っ
て
ゐ
友
い
と
忠
ふ
。

貨
幣
は
被
覆
な
習
中

第
四
十
七
巻
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九

策

強
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貨
幣
は
被
湿
な
り
や

第
四
十
七
巻

ノ、
C 

空宇

披

ず
る
交
換
債
値
は
多
様
に
唆
化
し
、
従
っ
て
各
財
の
相
針
債
格
も
襲
化
し
、
資
本
財
の
交
換
債
他
も
生
産
力
、
も
鑓
化
す
る
が
故
に
自

然
利
子
決
定
の
機
椛
の
中
に
貨
幣
の
作
用
が
入
り
こ
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
問
題
の
揚
合
、

ウ
ィ
ッ
ク
セ
ル
の
や
う
に
、

貨
幣
は
皐
に
被

獲
で
る
る
と
は
い
へ
宇
、
貨
幣
の
介
入
に
よ
っ
て
質
物
経
済
の
揚
合
に
成
立
す
ぺ
か
り
し
利
子
が
貨
幣
利
子
と
し
て
成
立
す
る
と
も

い
は
れ
得
左
い
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
の
存
立
し
、
共
介
在
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
自
然
利
子
が
質
物
絞
怖
に
於
け
る
利
子
に
等

し
い
と
は
、

い
は
れ
得
ぬ
符
で
あ
る
o』

勿
論
、
賓
物
交
棋
に
於
て
、
剖
ち
貨
幣
の
介
入
左
く
し
て
、
統
一
的
危
る
利
子
歩
合
あ
り
や
と
い
ふ
批
評
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

貨
物
」
欠
陥
闘
に
於
け
る
利
子
は
，

而
も
在
ほ
そ
こ
に
建
り
う
る
貫
一
物
交
慎
を
極
限
に
ま
晴
、

即
ち
貨
幣
の
介
入
ナ
る

相日幣
p-
抽
象
し
、

揚
ム
口
、
と
同
様
に
ま
で
行
は
れ
う
る
も
の
と
見
て
の
考
察
で

b
る
、
従
っ
て
貨
幣
を
ぬ
き
と
る
揚
合
、
交
換
が
現
賓
に
そ
こ
ま
で
行
は

る
L
か
否
か

r
問
題
で
は
た
い
、

理
論
的
に
可
能
で
あ
る
か
だ
け
が
問
題
と
友
る
。
而
し
て
、
か
ミ
る
質
物
経
済
に
於
て
も
‘
利
子
歩

合
の
決
定
せ
ら
る
べ
き
機
構
は
十
分
に
具
は
っ
て
ゐ
る
。
生
産
待
浩
に
於
け
る
特
殊
の
前
提
の
下
に
於
て
ピ
あ
る
と
い
ふ
も
の

L
、

ベ
エ
ム

l
ウ
ィ
ッ
ク
セ
ル
的
利
子
理
論
は
最
も
よ
〈
此
黙
を
明
に
し
て
ゐ
る
。

レ
オ
ン
・
ワ
ラ
ス
は
生
産
緋
治
に
於
け
る
特
殊
の
前

提
を
と
り
の
ぞ
き
友
が
ら
、
帥
ち
所
謂
複
線
的
生
産
的
構
造
を
と
り
入
れ
た
払
一
艇
は
貨
幣
の
介
入
せ
ざ
る
場
合
の
利
子
歩
合
の
決

定
事
情
を
明
に
し
て
ゐ
る
。
た
ピ
問
題
は
此
機
構
の
上
に
貨
幣
の
介
入
す
る
場
合
、
如
何
左
る
縫
化
が
利
子
歩
合
の
上
に
加
は
る
か

に
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
に
針
す
る
結
論
は
、
貨
幣
の
佐
賀
を
如
何
た
る
も
の
と
見
る
か
に
よ
っ
て
異
怠
る
。

一
方
に
於
て
貨
幣
は
皐

な
る
被
援
と
見
ら
れ
る
。
貨
幣
の
介
在
友
く
し
て
行
は
れ
得
る
こ
と
が
貨
幣
を
通
じ
て
行
は
れ
る
.
従
っ
て
貨
幣
の
介
入
に
よ
っ
て
.

相
針
債
格
が
絶
封
債
格
に
ま
で
改
鋳
せ
ら
れ
る
。
而
も
此
絶
針
債
格
相
互
の
比
率
創
ち
相
針
岡
山
格
は
貨
幣
が
ど
れ
だ
け
介
入
す
る
に

向上、 384買 Myrdal，GI白chgewichtsbegriffll~~W. ， Beitrage zur Geldtheorie， 
1933. s. 392. 
高問、利子論 384頁 lIuyek，Geldtheorie u. l(onjunkturtheorie， 1929， S. 125・
高問、利子論 j3-<)6頁、 318-320頁。
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し
で
も
、
介
入
し
た
い
場
合
と
一
様
で
あ
る
。

ウ
イ
ヅ
ク
セ
ル
も
屡
と
此
被
夜
に
つ
い
て
遁
ぺ
て
法
る
。

デ
イ
ヴ
イ
ジ
ア
は
パ
レ
ヱ

ト
の
一
般
均
術
諭
の
組
織
が
悦
値
パ
皮
を
と
り
入
れ
て
而
も
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
を
と
り
入
れ
て
な
い
と
と
を
一
点
き
、
之
を
補

ふ
べ
き
方
制
作
式
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
は
貨
幣
数
量
ム
」
北
ハ
流
泊
迷
皮
と
を
も
ち
と
む
と
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
一
副
か
ら
見
て
、

7 

イ

シ
ヤ
ア
的
交
換
方
税
式
の
れ
質
を
も
つ
も
の
と
山
山
ふ
。

か
L
る
考
察
の
方
針
を
と
る
限
り
、
貨
幣
は
た
ピ
被
却
と
し
て
把
束
せ
ら
れ
、

交
換
償
値
の
賓
質
を
動
か
す
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
向
。

ロ
オ
ゼ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
が
的
似
の
貯
政
手
段
と
し
て
の
作
一
一
幣
の
機

能
に
草
舶
を
誼
昔
、

ム

M
H最
-
も
司

交
換
手
段
た
る
機
能
よ
り
以
外
の
機
能
社
も
っ
と
「
/
」
り
か
ら
、

a
 

の
腕
片
山
民
法
ず
る
の
で
は
泡
い
か
。

阿川同胞に」
-vI

、

1
1
J
!一

貨
幣
の
一
貫
針
へ
の
千
沙
を
訟
む
る

貨
幣
の
償
値
に
闘
す
る
考
察
の
他
の
方
針
は
所
謂
現
金
建
向
方
法

で
あ
る
。
而
し
て
此
方
針
を
進

(
内

m
E
F
Z
-
E
2
m一日)七
-op円
「
)

め
て
、
各
主
憶
に
於
け
る
貨
時
保
わ
量
に
ま
で
立
入
る
と
き
に
は
、
貨
幣
が
決
し
て
単
友
る
被
裂
に
非
十

(
相
針
例
絡
を
絡
針
慣
格

に
ま
で
改
鋳
す
る
に
役
立
つ
も
の
、
帥
ち
こ

の
乗
数
民
止
ま
ら
ざ
る
と
と
を
見
ろ
る
。
而
し
て
、
貨
幣
の
悦
値
の
考
察
に
闘
す
る
二

の
方
法
邸
ち
、
所
謂
所
得
方
法
(
吉

g
E。
名
古
3
2
F
)
(
又
は
取
引
数
量
設
)
と
此
現
金
残
高
方
法
、
と
は
と
も
に
、

レ
オ
ン
・
ワ
ラ
ス
に

よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

]
百
一
応

E
O
E
Z

の
第
一
版
に
於
て
、
後
者
は
貨
幣
論
以
後
、
従
っ
て

い
は
U
前
者
は
そ
の

同出尽自ぬロ門田

の
第
二
版
(
一
八
八
九
年
)
以
後
に
於
て
。
此
際
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は

E
2
5
E
の
決
定
版
忙
至
っ
て
完
成
せ
ら
れ

た
る
所
望
現
金
の
理
論
で
あ
る
。
貨
幣
の
資
質
愛
夏
作
用
、
印
ち
共
介
入
に
よ
っ
て
交
換
偵
値
(
相
封
債
格
)
を
は
じ
め
経
済
的
諸
数

量
の
礎
化
を
蒙
る
事
情
を
、

一
一
際
ワ
ラ
ス
の
方
程
式
を
た
ど
っ
て
跡
づ
け
て
み
よ
う
と
忠
ふ
。

一ー

貨
幣
は
被
覆
な
り
宇

ーノ、
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貨
幣
は
被
覆
な

p
宇

第
四
十
七
巻

四

六

第

挽

ま
づ
、

貨
幣
の
介
在
せ

F
る
揚
合
、

即
ち
貸
物
交
換
の
み
が
行
は
る
h
h

揚
ム
口
に
於
て
、

利
子
歩
合
が
如
何
に
決
定
せ
ら
る
L
か
に

闘
し
て
は
、

と

L
に
絞
述
と
説
明
と
を
省
略
し
よ
う
品
而
し
て
、
流
通
と
貨
幣
と
の
方
程
式
に
於
て
迫
加
せ
ら
れ
た
る
方
程
式
と
、

そ
れ
に
さ
き
だ
っ
資
本
化
及
び
信
用
の
方
程
式
に
含
ま
る
L
も
の
と
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貨
幣
粧
品
円
に
於
け
る
方
程
式
の

会
組
織
が
如
何
た
る
姿
を
呈
す
る
か
を
考
へ
ょ
う
。

い
ま
、

A
B
C
-
・
:
を
そ
れ
F
F
¥消
費
財
、

T
i
p
-
-
k
ι
:
-
Zれ
(
土
地
、
労
働
者
、
同
定
資
本
財
等
の
生
事
案
友

ら
び
に
共
別
仕
(
オ
地
川
枚
、
鈴
働
、
内
定
資
本
則
川
役
)
、

M
W川
・
:
を
原
料
、
別
札
左
償
伯
取
位
、
怖
い
・
在
消
費
財
償
柏
、
九
円
山
を
同
定

資
本
財
の
債
格
、

nHinHih---
昨

格
と
す
る
。
な
ほ
貨
附
U
は
そ
れ
白
樫
の
債
値
を
有
せ
十
、
そ
れ
の
債
格
仏
は
侭
値
尺
度
A
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
る
L
も
の
と
さ
れ

て
ゐ
る
。

一
定
期
聞
に
於
け
る
吐
舎
の
節
約
(
牧
入
の
抽
旧
費
に
劃
す
る
超
過
額
)
線
量
を
E
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
消
費
財
の
貯
蔵
用

役

pav---等
が
考
へ
ら
れ
る
。
と
れ
は
生
産
者
部
ち
企
業
が
消
費
財
を
準
備
と
し
て
手
許
に
置
く
だ
け
の
こ
止
で
あ
る
が
、
此
い
は

官
貯
般
と
し
て
役
立
つ
だ
け
の
用
役
、

い
は
ピ
貯
蔵
用
役
乃
至
準
備
同
役
の
債
格
が
あ
る
。
こ
れ
を
L
W

恥
:
・
と
す
る
。
原
料
に
つ
い

て
も
ま
た
共
貯
蔵
用
役
ぜ
:
・
此
刑
役
の
債
絡
陥
が
考
へ
ら
れ
る
。

ま
づ

m
個
の
生
産
用
役
の
各
に
つ
い
て
、
そ
れ
井
¥
の
綿
供
給
方
程
式
が
あ
か
。
(
註
二
仏
仇
仇
:
・
は
各
生
産
用
役
の
枇
合
的
供

給
を
一
不
ナ
。

。同H
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宮
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τ
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原
料
に
つ
い
て
は
所
有
量
が
や
が
て
供
給
量
で
あ
る
か
ら
、
供
給
方
程
式
が
省
か
れ
て
ゐ
る
。

も
、
同
様
泣
る
線
供
給
方
程
式
が
成
立
す
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。
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。
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に
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、
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た
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な
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。
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。
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追
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に
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に
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に
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追
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。
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。
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右
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叩
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得
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す
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す
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費
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に
於
け
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流
通
貨
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生
産
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於
け
る
流
通
貨
幣
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節
約
貨
幣
に

外
友
ら
お
。

私
は
と
れ
か
ら
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ワ
ラ
ス
の
か
L

る
見
解
の
中
か
ら
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今
の
見
地
か
ら
見
で
)
貨
幣
の
作
用
を
如
何
な
る
も
の
と
見
る
ぺ
き
か
の
知

識
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導
き
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さ
う
と
す
る
。
け
れ
ど
も
、

一
熔
乙
の
飴
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に
も
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た
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ス
の
方
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組
織
を
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干
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。
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象
す
る
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代
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る
る
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に
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け
る
h
M叩
与
に
代
置
す
る
、
き
う
す
る
と
替
業
現
金
を
一
不
十
方
程
式
と
し
て
問
を
得
る
。
此
駄
に
闘
す
る
安
井
琢
磨
氏

到

の
修
正
は
そ
の
ま
ム
肯
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
ワ
ラ
ス
の
主
援
の
中
に
は
、
原
料
の
性
質
、
作
用
に
つ
い
て
、
貯
蓄
食
幣
と
貯
帯
総
量

と
の
嗣
係
に
つ
い
て
吟
味
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
け
れ
E
も、

と
ふ
に
詳
論
を
試
み
る
時
聞
を
有
し
な
い
。

方
程
式
の
数
は

U
に
於
て

n
個
、
引
に
於
て

m
個
、
幻
に
於
て

1
個
、

U
に
於
て
叶
個
、
引
に
於
て

m
個
、
引
に
於
て

l
個
、
わ

に
於
て

1
個
、

8

K
於
て
寸
個
、

9
m
に
於
て
各
1
倒
。
但
し

2
4
5
6
中
の
一
個
が
他
の
も
の
か
ら
導
き
出
さ
る
L

筈
で
る
る
か

(

(

(

(

(

(

 

ら
そ
れ
が
狽
立
友
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
か
く
て
方
程
式
総
数
は

ω
E
十
回
=
+
回
一
+
ロ
個
、

こ
れ
に
封
ず
る
未
知
数

と
し
て
は
生
産
用
役
の
交
換
数
量
と
債
格
各
口
個
、
消
費
財
の
交
換
教
室

k
債
格
各

m
個
、
新
聞
定
資
本
財
の
数
量
と
債
格
各
1
個
、

貨
幣
の
債
格
、
共
貯
液
別
役
の
債
格
各

1
個
、

貨
幣
の
需
給
数
量

1
個
、

利
子
歩
合

1
個
及
び
節
約
数
量

1
個
合
計
凶
百
十
回
口
+

回
一
+
日
個
で
あ
る
。

• 
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此
揚
合
、
貨
幣
は
車
に
被
覆
と
し
て
役
立
っ
て
ゐ
る
か
。

い
は
ピ
交
換
債
値
そ
の
も
の
に
干
渉
し
得
た
い
傍
視
者
と
し
で
作
用
し

て
ゐ
る
か
。
決
し
て
さ
う
答
へ
ら
る
L
こ
と
を
許
さ
ぬ
と
忠
ふ
。
げ
の
方
程
式
の
末
尾
の
も
の
だ
け
を
と
り
出
し
て
見
ょ
う
。
そ
こ

に
は
、
貨
幣
の
介
入
す
る
揚
合
、
新
に

C
=
?、
と
い
ふ
貨
幣
利
子
が
購
入
徐
力
乃
至
所
得
と
し
て
加
は
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
の
介
入

に
よ
G
て
介
入
の
な
か
っ
た
場
合
と
同
一
友
る
A
の
需
要
が
成
立
す
る
と
見
る
ぺ
き
論
協
は
た
い
。
否
九
円
山
・
:
惜
一
す
そ
の
も
の
が
い
又

は
肘
の
函
数
と
友
る
と
と
に
よ
っ
て
、
貨
幣
の
介
在
し
去
か
っ
た
と
き
と
は
具
た
れ
る
数
値
を
も
つ
は
や
，
で
あ
る
。
別
し
て
と
の
こ

と
は
、
期
首
に
於
け
る
財
、
従
っ
て
貨
幣
の
所
有
量
か
ら
旧
渡
ず
る
パ
レ
ヱ
ト
的
万
程
式
組
伎
に
る
っ
て
は
格
別
に
明
白
と
な
る
。

5
6
の
諸
方
程
式
も
み
引
な
、

そ
の
中
に
川
山
品
業
貨
柏
市
の
利
子
炉
-
A

叩
白
ん
で
ゐ
る
3

こ
れ
が
へ
は
ま
れ
ぬ
揚
ん
口
止
全
く
同
一
の
消
費
財
諸
債
格

比
例
が
成
立
す
べ
し
と
も
考
ヘ
が
た
い
。
況
や
、

こ
れ
だ
け
の
設
業
貨
幣
利
子
が
介
入
す
る
以
上
は
、
生
産
物
倒
絡
と
生
産
財
債
格

ム
」
の
閥
係
は
そ
れ
の
な
か
っ
た
揚
合
と
は
異
た
れ
る
も
の
と
友
る
は
や
で
あ
る
。

貨
幣
と
い
ふ
因
子
の
介
入
は
債
格
の
比
率
即
ち
交
換
債
値
の
上
に
資
質
的
友
る
影
響
を
及
げ
す
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
必
然

に
利
子
歩
合
の
上
に
作
用
を
及
ぼ
す
と
見
友
け
れ
ば
友
ら
風
。
勿
日
一
柳
ケ
イ
ン
ズ
的
利
子
現
論
は
貨
幣
の
側
の
事
情
だ
け
か
ら
利
子
歩

mm 

合
が
定
ま
る
と
い
ふ
。
た
る
ほ
ど
ワ
ラ
ス
の
取
扱
へ
る
場
合
は
次
の
擁
犬
せ
ら
れ
た
る
静
態
へ
の
移
行
を
中
に
合
み
た
る
静
態
で
あ

り
、
ケ
イ
ン
ズ
の
取
扱
へ
る
も
の
は
動
態
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
誌
の
比
較
を
許
さ
ね
に
し
て
も
、
A
H
一
怖
に
認
め
ら
る
L
利
子
決
定

作
用
の
比
較
を
全
く
妨
げ
る
ほ
ど
に
、
問
者
の
立
場
の
差
が
甚
だ
し
い
わ
け
で
は
な
い
。

と
と
ろ
で
前
掲
の
方
程
式
の
中
か
ら
9

m
の
二
個
を
ひ
き
問
し
て
来
る
。
他
の
事
情
に
し
て
努
化
泣
き
も
の
と
す
る
友
ら
ば
、
利
子
歩
合
と
貨
幣
の
需
給
数
量
は

9
m
の
闘

ケ
イ
ン
ズ
に
あ
っ
て
は
、
貨
幣
の
利
子
に
及
、
隠
し
得
る
干
渉
の
作
用
が
京
税
せ
ら
れ
る
。

貨
幣
は
被
湿
な
り
宇

第
四
十
七
各

七

書5

競

ヨ王
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貨
幣
は
被
覆
な
り
宇

第
四
十
七
巻

山/、

七
四

第

競

t

日
:

治
虫
〈

H-aの
式
を
得
る
。
然
る
に
、

て四戸、

企
業
と
消
費
者
と
の
手
許
に
於
け
る
賓
物
残
高
で
る
り
、

此
方
程
式
の
右
設
は
前
に
述
べ
た
る

係
か
ら
定
ま
る
は
や
で
あ
る
。

( 9 ) 
か
ら
(10) 
を
差
づ|
け
ば
戸、

11 

ぞ
れ
は
貨
幣
保
有
に
上
っ
て
失
ふ
べ
き
利
子
の
小
一
社
る
ほ
ど
大

で
る
る
と
い
ふ
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
他
の
愛
数
に
し
て
嬰
化
た
き
も
の
と
す
れ
ば
利
子
歩
合
は
勺
の
減
少
函
数
で
あ
る
と
い

ふ
性
質
を
も
っ
。
け
れ
ど
も
、

と
れ
は
あ
く
ま
で
は
仰
の
貨
幣
に
闘
す
る
方
程
式
だ
け
を
と
り
出
し
、
利
子
と
貨
幣
数
H

君、

及
ぴ
現

金
残
高
以
外
の
事
情
bw二
定
の
も
の
と
し
た
る
と
で
の
結
締
で
あ
る
。
利
了
を
同
時
に
決
定
す
べ
を
他
の
諸
事
情
の
作
肘
佐
と
り
入

れ
、
従
っ
て
他
の
諸
方
程
式
h
t
同
時
に
渇
ふ
る
と
を
に
は
議
山
一
酬
が
全
〈
別
に
た
る
。
同
様
に
3
7
だ
け
の
方
涜
式
を
ね
雪
山

L
て、

他
の
諸
事
情
を
す
べ
て
抽
象
寸
る
と
き
に
(
部
ち
一
定
の
も
の
と
考
ふ
る
と
き
に
)
、
次
の
如
き
結
果
を
得
る
。

7
の
左
法
は
利
子
歩
合
の

減
少
函
教
で
る
り
、

3
の
右
迭
は
其
増
大
函
数
(
あ
る
貼
か
ら
減
少
函
数
)
で
る
る
。
い
は
ゆ
る
前
者
は
投
資
を
あ
ら
は
し
、
後
者
は
節

約
を
る
ら
は
ず
。
此
二
者
が
均
等
と
な
る
と
こ
ろ
に
利
子
歩
合
が
定
ま
る
。
而
し
て
と
れ
と
そ
、
ま
さ
し
く
、
古
典
的
利
子
皐
設
で

あ
る
。
此
曲
学
設
と
て
も
、
他
の
事
情
を
一
様
に
す
る
と
い
ふ
前
提
に
於
て
の
み
安
営
友
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

9
仰
を
も
と
り

入
れ
て
見
る
揚
合
、
貨
幣
の
側
の
作
用
を
ま
ち
で
利
子
の
定
ま
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

此
意
味
に
於
て
、
貨
幣
の
側
か
ら
の
み
定
ま
る
と
い
ふ
利
子
理
論
も
、
節
約
需
給
の
側
の
み
か
ら
定
ま
る
と
い
ふ
利
子
理
論
も
所

謂
一
般
利
子
迎
論
の
一
側
面
乃
至
一
の
特
殊
な
る
揚
ム
口
に
す
空
ぬ
。
貨
幣
の
側
に
絶
針
債
格
の
構
成
に
於
け
る
乗
数
的
意
義
の
み
を

認
む
る
立
場
は
十
分
左
り
と
い
ひ
が
た
い
。

本
誌
六
月
続
に
於
げ
る
拙
稿
「
貨
解
と
利
子
」
に
於
け
る
私
見
は
修
正
を
必
要
と
す
。
な
ほ
私
は
、

し
、
な
ほ
一
度
目
吟
味
を
加
へ
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
か
ら
謹
ん
で
ケ
イ
シ
ズ
の
利
子
理
論
に
封

こ
れ
は
そ
れ
へ
の
前
提
と
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

‘ 
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